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（平成20年） 
●もうすぐ申告納税相談がはじまります！……Ｐ2～3 
●水田農業経営を維持するために………………Ｐ4 
●後期高齢者医療制度　保険料決定……………Ｐ5

きれいに咲いた　団子の花 
　１月１５日、野沢保育所で今年１年を元気 
で過ごせるようにと団子刺しが行われました。　 
　この日を心待ちにしていた児童たちは、先 
生の注意を聞きながら、自分たちの手で一つ 
ひとつ丁寧に団子を丸め、水木の枝に上手に 
刺していきました。 
　水木の枝には、縁起物の飾りとともに、真 
っ白な団子の花が華やかに咲きました。 

きれいに咲いた　団子の花 
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昨
年
と
変
わ
っ
た
主
な
点
 

申

告

が

必

要

な

方

 

１．税源移譲により所得税から住宅ローン控除を引 
　　ききれなかった分は、住民税（町県民税）所得 
　　割から控除できます。 
 
 
 
 
 
 
 
 
　　※なお、摘要を受けるためには毎年申告が必要 
　　　です。 
２．平成１９年中に所得が減って所得税が課されな 
　　くなった方は、税源移譲により増額となった町 
　　県民税相当額を平成１９年度町県民税から還付 
　　します。 
　　※なお、還付を受けるためには申告（平成２０ 
　　　年７月１日から３１日まで）が必要です。 
 

               　
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
方
は
、
 

申
告
が
必
要
に
な
り
ま
す
。
 

①
事
業
所
得
（
営
業
・
農
業
等
）
が
 

　
あ
っ
た
方
 

②
家
賃
、
地
代
な
ど
の
不
動
産
所
得
 

　
が
あ
っ
た
方
 

③
株
式
の
配
当
や
生
命
保
険
の
満
期
 

　
に
よ
る
所
得
が
あ
っ
た
方
 

④
年
金
収
入
と
そ
れ
以
外
の
収
入
が
 

　
あ
っ
た
方
 

⑤
給
与
所
得
者
の
う
ち
 

　
・
給
与
以
外
の
収
入
が
あ
る
方
 

　
・
給
与
を
２
カ
所
以
上
か
ら
受
け
 

　
　
た
方
 

　
・
年
末
調
整
を
し
て
い
な
い
方（
中
 

　
　
途
退
社
・
パ
ー
ト
等
）
 

　
・
給
与
収
入
が
２
千
万
円
を
超
え
 

　
　
る
方
　
 

　
・
勤
務
先
か
ら
町
に
給
与
支
払
報
 

　
　
告
書
が
提
出
さ
れ
て
い
な
い
方
 

              ⑥
土
地
・
建
物
等
を
売
却
し
た
方
 

 ※
税
務
署
で
確
定
申
告
を
す
る
方
や
 

　
青
色
申
告
を
す
る
方
は
、
申
告
会
 

　
場
で
の
申
告
の
必
要
は
あ
り
ま
せ
 

　
ん
。
 

    ◆
定
率
減
税
の
廃
止
 

　
平
成
　
年
分
以
後
の
所
得
税
に
対

し
て
実
施
さ
れ
て
い
た
定
率
減
税
に

つ
い
て
は
、
平
成
　
年
分
以
後
の
所

得
税
か
ら
適
用
が
あ
り
ま
せ
ん
。
 

 ◆
地
震
保
険
料
の
創
設
 

　
近
年
多
発
し
て
い
る
地
震
災
害
を
 

受
け
、
損
害
保
険
料
控
除
が
改
め
ら

れ
、
地
震
保
険
料
控
除
が
創
設
さ
れ
 

ま
し
た
。
 

◆
農
業
所
得
関
係
の
収
支
計
算
 

　
昨
年
ま
で
認
め
ら
れ
て
い
た
簡
易
 

計
算
が
無
く
な
り
、
収
支
計
算
に
統
 

一
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
た
め
、
経
費
 

の
分
か
る
書
類
等
が
必
要
と
な
り
ま
 

す
。（
下
図
参
照
）
 

　
な
お
、
申
告
受
付
の
際
、
収
入
・
 

経
費
に
つ
い
て
実
際
に
支
払
っ
た
内
 

容
の
確
認
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
 

の
で
、
支
払
っ
た
内
容
と
月
日
の
わ
 

か
る
書
類
（
領
収
書
・
通
帳
等
）
を
 

項
目
ご
と
に
ま
と
め
て
必
ず
準
備
し
 

て
く
だ
さ
い
。
 

11

19

昨年までの農業所得（簡易計算） 
　農業収入金額×所得率（昨年は２３％） 
　　　　　＝その年の農業所得（経費が７７％） 

平成１９年分の農業所得から（収支計算申告） 
　農業収入金額－農業の経費金額 
　　　　＝その年の農業所得（経費も各自計算） 
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申
告
の
際
に
は
次
の
も
の
を
 

必
ず
持
参
く
だ
さ
い
 

期
限
ま
で
 

　
申
告
を
行
わ
な
い
と
…
 

注意 
１）奥川支所の午前中の受付は９：３０～となります。 
２）混雑が予想されますので、指定日に申告されるようお願いします。 
３）指定の日時以外に申告される場合は、事前に総務税政課に連絡ください。 
４）午前・午後とも受付時間内に受付してください。 
５）２／１６及び２／２４・３／８・１７の予備日は午前の受付のみとなります。 

真ケ沢・小屋 

塩・下松 

新町 

出戸・山浦 

中町・中ノ沢 

弥平四郎・弥生 

高目・荒木・平明 

原・滑沢・井谷 

滝坂・漆窪 

宝川・白坂 

徳沢 

予備日 

下野尻３・端村 

上野尻３・４ 

橋屋・戸中・八重窪 

萱本 

尾登 

安座 

森野 

西林・西林東 

軽沢・青坂・小杉山 

中野・大久保 

予備日 

牛尾・山口 

１町内 

４町内・６町内 

７町内・１０町内 

９町内１・さゆりが丘 

予備日 

土 

火 

水 

木 

金 

土 

月 

火 

水 

木 

金 

日 

月 

火 

水 

木 

金 

月 

火 

水 

木 

金 

土 

月 

火 

水 

木 

金 

月 

梨平・小山 

向原・道目 

宮野・杉山 

極入・松峯 

小綱木・大舟沢 

 

呼賀・小清水 

樟山・新村 

柴崎・橋立 

屋敷・楢木平・西山・熊沢 

下野尻１・２ 

 

上野尻１・２ 

上野尻５・６ 

牧・塩喰 

松尾 

下小島 

堀越・芹沼 

上小島 

芝草 

程窪・泥浮山・長桜 

西平・四岐・黒沢 

 

縄沢・出ケ原 

２・３町内 

５町内・西原 

８町内 

９町内２・下小屋 

午前（8：30～11：00） 
※注 午後（13：00～15：00） 会場 月 日 曜 日 
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所
得
税
の
場
合
は
、
損
失
の
繰
越
 

等
が
認
め
ら
れ
な
か
っ
た
り
、
延
滞
 

税
や
無
申
告
加
算
税
が
課
せ
ら
れ
た
 

り
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
 

　
町
に
お
い
て
も
、
国
保
税
の
軽
減
 

が
受
け
ら
れ
な
く
な
る
ほ
か
、
関
係
 

す
る
証
明
書
類
の
発
行
が
で
き
な
く
 

な
る
な
ど
の
不
利
益
を
受
け
る
場
合
 

が
あ
り
ま
す
。
 

 【
問
い
合
わ
せ
先
】
 

　
総
務
税
政
課
税
政
係
 

　
　
　
　
　
　
　
　
―
２
２
１
２
 

    ▼
印
鑑
 

▼
事
業
所
得
、
不
動
産
所
得
、
配
当
 

　
所
得
、
一
時
所
得
な
ど
の
収
入
金
 

　
額
が
わ
か
る
書
類
 

▼
給
与
所
得
の
方
は
、
勤
務
先
か
ら
 

　
交
付
さ
れ
た
源
泉
徴
収
票
 

▼
諸
控
除
の
証
明
書
、
領
収
書
（
生
 

　
命
保
険
料
・
個
人
年
金
控
除
証
明
 

　
書
、
建
物
火
災
保
険
証
明
書
、
国
 

　
民
年
金
の
領
収
書
、
医
療
費
の
領
 

　
収
書
な
ど
）
 

▼
農
業
所
得
の
あ
る
方
は
、水
利
費
、
 

　
土
地
改
良
費
、
農
機
具
（
ト
ラ
ク
 

　
タ
ー
、コ
ン
バ
イ
ン
、田
植
機
等
）
 

　
費
な
ど
の
領
収
書
 

▼
税
務
署
か
ら
確
定
申
告
書
が
送
ら
 

　
れ
て
き
た
方
は
、
そ
の
申
告
書
 

▼
所
得
税
の
納
付
や
還
付
が
あ
る
場
 

　
合
は
、
通
帳
及
び
通
帳
の
印
鑑
 

  書
類
が
不
足
す
る
と
…
 

　
収
入
金
額
等
が
わ
か
る
書
類
な
ど
 

必
要
な
書
類
が
な
い
場
合
、
原
則
と
 

し
て
申
告
相
談
に
応
じ
る
こ
と
が
で
 

き
ま
せ
ん
。
 

　
必
要
書
類
は
、必
ず
準
備
の
う
え
、
 

忘
れ
ず
に
持
参
く
だ
さ
い
。
 

45
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水
田
農
業
経
営
を
 

　
　
　
維
持
す
る
た
め
に
 

               ◆
米
を
め
ぐ
る
情
勢
 

　
昭
和
　
年
代
、
一
人
当
り
の
米
の
 

年
間
消
費
量
は
１
２
０
　
（
２
俵
）
 

あ
っ
た
の
に
対
し
、
現
在
は
そ
の
半
 

分
の
　
　
ま
で
落
ち
込
ん
で
い
ま
す
。
 

　
し
か
し
、
消
費
量
が
減
っ
て
い
る
 

一
方
で
生
産
調
整
（
転
作
）
が
追
い
 

つ
か
ず
、
過
剰
生
産
に
よ
る
「
米
余
 

り
」
に
よ
り
、
米
価
は
こ
こ
３
年
間
 

で
１
俵
あ
た
り
平
均
で
約
２
　
０
０
 

０
円
程
度
値
下
が
り
し
て
い
ま
す
。
 

　
こ
の
よ
う
な
情
勢
の
中
、
全
国
の
 

平
成
　
年
産
米
は
、
面
積
で
７
万
　
 

（
　
万
　
）
の
過
剰
生
産
と
な
っ
た
 

こ
と
か
ら
、
政
府
や
全
農
に
よ
る
緊
 

急
措
置
（
　
万
　
の
備
蓄
米
の
買
い
 

増
し
・
飼
料
用
米
処
理
）が
行
わ
れ
、
 

米
価
は
回
復
し
た
。
し
か
し
、
こ
れ

は
あ
く
ま
で
一
時
的
な
も
の
に
す
ぎ

ま
せ
ん
。
 

               ◆
福
島
県
は
ワ
ー
ス
ト
１
位
 

　
福
島
県
の
状
況
は
、
全
国
の
過
剰
 

作
付
面
積
の
約
　
％
に
あ
た
る
約
１

万
３
　
０
０
０
　
が
過
剰
に
作
付
さ

れ
、
全
国
「
１
位
」
の
過
剰
作
付
県

と
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
 

　
平
成
　
年
産
米
で
県
全
体
と
し
て

割
り
当
て
ら
れ
た
生
産
量
に
抑
え
る

に
は
、平
成
　
年
の
作
付
面
積
か
ら
、
 

実
に
１
万
４
　
０
０
０
　
を
転
作
す

る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
 

  ◆
本
町
の
生
産
目
標
数
量
 

　
昨
年
の
　
月
　
日
、
各
市
町
村
に

対
し
て
、
生
産
目
標
数
量
（
米
の
生

産
量
の
割
当
）
が
示
さ
れ
ま
し
た
。
 

　
県
は
原
則
と
し
て
全
市
町
村
、
昨
 

年
の
生
産
目
標
数
量
よ
り
も
０
　
２
 

〜
２
　
０
％
減
ら
す
方
針
を
打
ち
出
 

             し
ま
し
た
。
そ
の
算
定
に
あ
た
っ
て
 

は
、一
等
米
の
比
率
や
　
％
減
農
薬
・
 

減
化
学
肥
料
栽
培
米（
特
別
栽
培
米
）
 

の
面
積
な
ど
、
特
色
あ
る
米
づ
く
り

へ
の
取
り
組
み
や
、
過
去
の
生
産
調

整
の
実
績
な
ど
、
　
項
目
ほ
ど
の
デ

ー
タ
を
も
と
に
算
出
さ
れ
ま
し
た
。
 

　
こ
の
よ
う
な
県
の
算
定
方
針
の
も
 

と
、本
町
に
は
昨
年
よ
り
約
７
　（
１
 

１
６
俵
）
減
の
、
 

　
３
　
４
５
８
　
９
５
４
 

　
　
　
　
（
５
万
７
　
６
４
９
俵
）
 

が
配
分
さ
れ
ま
し
た
。
 

　
本
町
に
お
い
て
は
、
特
色
あ
る
米
 

づ
く
り
へ
の
取
り
組
み
な
ど
が
評
価
 

さ
れ
、
昨
年
と
比
較
し
て
も
最
小
限
 

の
削
減
率
に
と
ど
ま
り
ま
し
た
。（
別

表
参
照
）
 

　
な
お
、
各
農
家
へ
の
米
の
生
産
目
 

標
数
量
の
割
り
当
て
に
つ
い
て
は
、

今
後
行
わ
れ
る
座
談
会
等
に
お
い
て

説
明
す
る
予
定
で
す
。
 

 ◆
町
の
農
業
振
興
へ
向
け
た
 

　
　
　
　
　
　
　
　
取
り
組
み
 

　
町
で
は
、
農
業
振
興
対
策
と
し
て
 

「
産
地
づ
く
り
交
付
金
制
度
」や「
認
 

定
農
業
者
制
度
」、そ
の
他
各
種
補
助
 

事
業
（
下
表
参
照
）
な
ど
を
最
大
限
 

活
用
し
、
消
費
者
ニ
ー
ズ
に
合
っ
た
 

安
全
・
安
心
な
売
れ
る
米
づ
く
り
を
 

推
進
し
て
い
く
と
と
も
に
、
農
業
機
 

械
の
共
同
利
用
化
や
直
播
栽
培
に
よ
 

る
、
労
働
力
や
機
械
経
費
の
低
減
に
 

向
け
た
取
り
組
み
を
支
援
し
て
い
き
 

ま
す
。
 

　
ま
た
、
稲
作
に
過
度
に
依
存
し
た
 

経
営
か
ら
の
脱
却
に
向
け
、
パ
イ
プ
 

ハ
ウ
ス
な
ど
を
利
用
し
た
施
設
園
芸
 

を
推
進
し
、
複
合
経
営
に
よ
る
農
業
 

所
得
向
上
を
図
っ
て
い
き
た
い
と
考
 

え
て
い
ま
す
。
 

　
今
後
は
、
国
・
県
・
町
（
行
政
）
 

や
Ｊ
Ａ
を
は
じ
め
と
し
た
集
荷
業
者
 

な
ど
関
係
機
関
の
連
携
を
こ
れ
ま
で
 

以
上
に
強
化
す
る
の
は
も
ち
ろ
ん
の
 

こ
と
、
何
よ
り
農
家
の
皆
さ
ん
の
ご
 

理
解
と
ご
協
力
が
必
要
と
さ
れ
て
い
 

ま
す
。
 

　
本
町
の
農
業
経
営
発
展
の
た
め
、
 

町
で
は
皆
さ
ん
と
一
体
と
な
っ
て
取
 

り
組
ん
で
い
き
ま
す
。
 

　
 

【
問
い
合
わ
せ
先
】
 

　
経
済
振
興
課
農
林
振
興
係
 

　
　
　
　
　
　
　
　
―
４
５
３
１
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ヘ
ク
 

タ
ー
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ヘ
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タ
ー
ル
 

ト
 

　
ン
 

ト
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キ
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キ
 

　
ロ
 

ト
 

　
ン
 

ト
 

　
ン
 

この他にも様々な支援制度があります。詳しくは今後の 
座談会や経済振興課まで問い合わせください。 

【参考】水田農業関係の対策（一例） 【別表】本町及び近隣市町村への生産目標数量 
２０年度において転作面積を拡大する分につ 
いて１０ａあたり３～５万円を交付します。 

緊急対策 

米の所得補償制度や資金の借入、税制特例な 
ど様々な支援が受けられます。 

認定農業 
者制度 

野菜やソバなど転作作物の作付や農業担い手 
育成に対しての交付金制度です。（たくさん 
のメニューがあります） 

産地づくり 
交付金 

喜 多 方 市 

北 塩 原 村 

会津坂下町 

会津若松市 

２９,６９３ 

１,２０４ 

１２,７０１ 

２５,４７６ 

３,４５９ 
（57,649俵） 

３,４６６ 
（57,764俵） 

△７ 
（△116俵） 

△０.２ 

２９,８０６ 

１,２０６ 

１２,７２７ 

２５,６０５ 

△１１３ 

△２ 

△２６ 

△１２９ 

△０.４ 

△０.２ 

△０.２ 

△０.５ 

　市町村 

西 会 津 町 

20年産米 
（㌧） 

19年産米 
（㌧） 

H20ーH19 
（㌧） 

削減率 
（％） 

30
6019

26

44

,

ヘ
ク
 

タ
ー
ル
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保
険
料
の
算
定
方
法
 

保
険
料
の
納
め
方
 

保
険
料
の
特
例
 

所
得
が
低
い
方
へ
の
軽
減
 

皆
さ
ん
の
保
険
料
が
 

　
　
　
　
　
　
財
源
で
す
 

◆夫婦２人で妻が年金収入７９万円（所得０円） 
　の場合 
例１）夫：年金収入１５３万円（所得３３万円） 
　　　妻：年金収入７９万円（所得０円） 
夫：均等割額　　所得割額　  保険料/年 
　　12,000円 ＋　　  0円　＝　12,000円 
　（７割軽減） 
妻：12,000円 ＋　 　 0円　＝　12,000円 
　（７割軽減） 
 
例２）夫：年金収入２５０万円（所得１３０万円） 
　　　妻：年金収入７９万円（所得０円） 
夫：均等割額　　　所得割額　　　保険料/年 
　　40,000円　＋　72,265円　＝　112,200円 
妻：40,000円　＋　　　 0円　＝　 40,000円 
 
※被保険者以外の方が世帯主の場合、世帯主の収 
　入によっては、軽減されないことがあります。 

医 療 給 付 費  

約４割 約５割 約１割 

4月 
スタート 

後期高齢者医療制度 

保険料 

均等割額（1人あたりいくらで計算） 

　　　４０,０００円 

所得割額（所得に応じて計算） 

賦課対象額×７.４５％ 

  　
保
険
料
は
「
広
域
連
合
」
区
域
内
 

で
同
じ
額
を
負
担
す
る
「
均
等
割
」
 

と
個
人
の
所
得
に
応
じ
て
負
担
す
る
 

「
所
得
割
」
を
合
計
し
て
計
算
し
ま
 

す
。
 

  　
保
険
料
は
年
金
か
ら
天
引
き
さ
れ
 

ま
す
。
た
だ
し
、
年
金
額
が
　
万
円
 

未
満
の
方
や
、
保
険
料
と
介
護
保
険
 

料
を
合
わ
せ
た
額
が
、
年
金
額
の
２
 

分
の
１
を
超
え
る
方
に
つ
い
て
は
納
 

付
書
や
口
座
振
替
に
よ
り
町
に
収
め
 

て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。
 

◆
年
金
か
ら
保
険
料
を
納
め
る
方
 

　
　
４
月
に
「
特
別
徴
収
開
始
の
お
 

　
知
ら
せ
」
を
送
付
し
ま
す
。
　
 

◆
納
付
書
に
よ
り
保
険
料
を
納
め
る
 

　
方
 

　
　
８
月
に
納
付
書
を
送
付
し
ま
す
。
 

  　
現
在
、
家
族
の
会
社
等
の
保
険
に
 

加
入
し
て
い
る
方
は
保
険
料
を
負
担

し
て
い
ま
せ
ん
が
、
後
期
高
齢
者
医

療
制
度
に
加
入
す
る
と
保
険
料
を
納

め
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
経
過

措
置
と
し
て
、　
年
度
の
保
険
料
は
、
 

４
月
〜
９
月
ま
で
は
０
円
、
　
月
〜

３
月
ま
で
は
２
　０
０
０
円（
年
額
）
 

を
負
担
す
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。
 

   　
所
得
の
低
い
世
帯
の
方
に
は
本
人
 

と
世
帯
主
の
所
得
に
応
じ
て
「
均
等
 

割
額（
４
万
円
）」
が
７
割
・
５
割
・
 

２
割
軽
減
さ
れ
ま
す
。
 

   　
後
期
高
齢
者
の
医
療
に
か
か
る
費
 

用
の
う
ち
、
医
療
機
関
で
支
払
う
窓
 

口
負
担
を
除
い
た
分
を
国
、
県
、
町
 

が
約
５
割
を
負
担
、
現
役
世
代
か
ら

の
支
援
（
若
者
か
ら
の
保
険
料
）
が

約
４
割
を
負
担
し
、
残
り
の
約
１
割

を
保
険
料
で
負
担
し
ま
す
。
 

                   　
現
在
、
老
人
ク
ラ
ブ
単
位
で
の
説

明
会
を
開
催
し
て
い
ま
す
。
こ
の
機

会
に
ぜ
ひ
参
加
く
だ
さ
い
。
 

【
問
い
合
わ
せ
先
】
 

　
健
康
福
祉
課
国
保
医
療
係
 

　
　
　
　
　
　
　
　
―
２
２
１
４
 

18

10

20,

45
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がん 
２６％ 

脳卒中 
２３％ 心臓病 

１６％ 

その他 
１４％ 

脳卒中 

血管がつまる 血管が破れる 

く
も
膜
下
 

出
血
 

脳
出
血
 

脳
梗
塞
 

こ
う
そ
く
 

町の死亡原因（Ｈ１７年） 
自殺１％ 

がん 
２６％ 

脳卒中 
２３％ 心臓病 

１６％ 

その他 
１４％ 

肺炎 
１０％ 

慢性閉塞性 
肺疾患３％ 

老衰３％ 

糖尿病１％ 

大動脈瘤及 
び解離１％ 

腎不全２％ 

                       ①
体
の
片
側
が
し
び
れ
た
り
、
手
足
に
力
が
入
 

　
ら
な
い
 

②
足
が
も
つ
れ
て
歩
け
な
い
 

③
話
し
た
い
の
に
急
に
言
葉
が
出
な
く
な
る
 

④
ろ
れ
つ
が
回
ら
な
い
 

⑤
も
の
が
二
重
に
見
え
る
 

  　
昔
は
脳
出
血
が
多
か
っ
た
の
で
す
が
、
最
近
 

は
脳
梗
塞
が
増
え
て
い
ま
す
。
平
成
　
年
の
町
 

の
保
健
統
計
に
よ
る
と
、
脳
梗
塞
は
脳
卒
中
の
 

約
７
割
を
占
め
て
い
ま
し
た
。
全
国
で
も
同
様
 

の
傾
向
が
み
ら
れ
、
そ
の
原
因
は
高
脂
血
症
や
 

糖
尿
病
が
増
え
た
た
め
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
 

           　
脳
卒
中
は
身
体
に
マ
ヒ
が
残
っ
た
り
、
言
葉

の
障
害
が
残
っ
た
り
す
る
こ
と
が
多
い
病
気
で

す
。
介
護
が
必
要
に
な
っ
た
原
因
を
み
て
み
る

と
、
脳
卒
中
が
第
１
位
と
な
っ
て
い
ま
す
。
 

　
脳
卒
中
は
高
血
圧
や
糖
尿
病
を
は
じ
め
と
す
 

る
生
活
習
慣
病
や
、
飲
酒
、
運
動
不
足
な
ど
日
 

頃
の
生
活
と
大
き
な
関
わ
り
が
あ
り
ま
す
。
発
 

症
を
予
防
す
る
た
め
に
は
生
活
習
慣
を
改
善
す
 

る
こ
と
が
大
切
で
す
。
 

　
脳
卒
中
は
日
本
人
の
死
亡
原
因
の
第
３
位
と
 

な
っ
て
お
り
、
　
　
８
％
を
占
め
て
い
ま
す
。
 

一
方
、
町
で
は
死
亡
原
因
の
第
２
位
で
、
　
％
 

を
占
め
、
全
国
と
比
べ
　
％
以
上
高
い
状
況
に
 

あ
り
ま
す
。
 

               　
脳
卒
中
は
脳
の
血
管
に
異
常
が
起
こ
っ
て
、
 

脳
細
胞
が
機
能
を
果
た
せ
な
く
な
る
病
気
で
す
。
 

大
き
く
分
け
て
血
管
が
破
れ
る
タ
イ
プ
と
、
つ
 

ま
る
タ
イ
プ
の
２
つ
に
分
け
ら
れ
ま
す
。
 

定期的に血圧を 
測定し、高血圧 
を予防 

水分を意識的に 
とり、血液を固 
まりにくくする 

高血圧で治療中 
の場合は、治療 
を中断しない 

入浴は浴槽のふ 
たを開ける等し 
て、室内を暖め 
てから 

適度な運動と、 
バランスのとれ 
た食事で体重管 
理を 

外出時は暖かい 
服装ででかけ、 
温度差に注意 

適塩を心がける 

17

11

10

23

.
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　１月６日、平成２０年度の消防出初め式が野沢地 
区原町地内で行われました。 
　無火災祈願祭、閲団式の後行われた分列行進では、 
消防団員・女性消防隊合わせて約２８０名が、小雨 
の降る中、旗手を先頭にきびきびと行進しました。 
　また、出初め式終了後には、無火災祈願餅つき大 
会も行われ、会場を訪れた方々に餅と甘酒が振る舞 
われました。 

　毎年恒例の野沢初市が、１月１３日、野沢駅前通 
りで開催され、通りにはおよそ３０軒の露店が軒を 
並べました。 
　例年、天気が荒れる初市当日ですが、今年の初市 
も冷え込みが厳しく、強風で吹雪くという、あいに 
くの天気になりました。それでも、時折見せる晴れ 
間には、家族連れや友だち同士で、起き上がり小法 
師や風車などの縁起物を買い求める人たちで賑わい 
を見せていました。 
　また午前中には、今年１年の商売繁盛を願う神事 
が行われた後、商店会会員などによる鏡開きが行わ 
れ、初市に訪れた人々に樽酒が振る舞われました。 

まちの 

話題 
まちの 

話題 

　
１
月
　
日
、　
日
の
２
日
間
に
わ
た
り
、
 

い
わ
き
市
豊
間
小
学
校
５
年
生
　
名
と
町
 

内
各
小
学
校
５
年
生
　
名
と
の
冬
季
交
流
 

事
業
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
 

　
初
日
は
、
各
家
庭
で
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
を
 

行
い
、
夕
食
を
と
も
に
す
る
な
ど
し
て
交
 

流
を
深
め
ま
し
た
。
 

　
２
日
目
に
は
、
西
会
津
中
学
校
で
そ
り
 

リ
レ
ー
や
雪
上
綱
引
き
、
み
か
ん
拾
い
な
 

ど
を
行
っ
た
り
、
昼
食
会
で
Ｐ
Ｔ
Ａ
等
が
 

準
備
し
た
お
い
し
い
カ
レ
ー
な
ど
を
一
緒
 

に
食
べ
た
り
し
て
、
半
年
ぶ
り
の
友
情
を
 

確
か
め
合
い
ま
し
た
。
 

19

20

43

68

　
松
崎
ト
シ
さ
ん
（
上
野
尻
）
が
 

１
月
　
日
に
満
百
歳
の
誕
生
日
を
 

迎
え
、
同
日
、
山
口
町
長
か
ら
賀
 

寿
並
び
に
特
別
敬
老
祝
金
の
百
万
 

円
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。
 

　
「
百
歳
の
挑
戦
」
を
ス
ロ
ー
ガ
 

ン
に
掲
げ
た
平
成
５
年
か
ら
通
算
 

で
、
ト
シ
さ
ん
が
　
人
目
と
な
り
 

ま
し
た
。
 

　
ト
シ
さ
ん
の
長
寿
の
秘
訣
は
、
 

規
則
正
し
い
生
活（
夜
９
時
就
寝
、
 

朝
６
時
起
床
）、食
事
も
わ
が
ま
ま
 

言
わ
ず
全
て
食
べ
、
昼
寝
は
本
格
 

的
に
床
で
１
時
間
程
度
す
る
こ
と
 

だ
そ
う
で
す
。
 

23

16
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ももの会による大正琴の演奏 

長い数珠に願いを込めて！（百万遍） 

▲モンペ姿で田植えを 

　しました 

 

　一生懸命つきました ▲
 

生
涯
学
習
マ
ス
コ
ッ
ト

生
涯
学
習
マ
ス
コ
ッ
ト 

　
マ
ナ
ビ
ィ

　
マ
ナ
ビ
ィ 

″ 

″ 

み
ん
な
で

み
ん
な
で
 

　
楽
し
い
学
習
を
…

　
楽
し
い
学
習
を
…
 

生
涯
学
習
マ
ス
コ
ッ
ト 

　
マ
ナ
ビ
ィ 

″ 

″ 

み
ん
な
で
 

　
楽
し
い
学
習
を
…
 

　
始
め
に
十
六
団
子
を
全
員
で
つ
く
っ
て
お
供

え
し
、
樟
山
自
治
区
長
の
高
橋
さ
ん
に
、
昔
行

な
わ
れ
て
い
た
百
万
遍
の
お
話
や
念
仏
に
つ
い

て
教
わ
り
、
実
際
に
地
域
の
方
々
と
大
き
な
数

珠
を
使
っ
て
繰
り
念
仏
を
行
い
ま
し
た
。
 

　
終
了
後
は
、
全
員
で
作
っ
た
団
子
を
茹
で
て
、
 

き
な
粉
や
お
汁
粉
、
砂
糖
醤
油
で
美
味
し
く
い
 

た
だ
き
、
伝
統
行
事
を
学
ぶ
と
と
も
に
、
地
域
 

住
民
と
児
童
の
絆
を
深
め
ま
し
た
。
 

   　
児
童
 
名
は
総
合
の
時
間
を
活
用
し
、
地
域

の
方
々
に
ご
協
力
を
い
た
だ
き
な
が
ら
、
モ
チ

米
作
り
に
挑
戦
し
ま
し
た
。
 

　
収
穫
さ
れ
た
モ
チ
米
は
、
家
族
で
お
餅
を
つ
 

い
て
美
味
し
く
い
た
だ
き
、
地
域
と
家
族
の
絆
 

を
深
め
ま
し
た
。
 

  　
青
少
年
の
問
題
行
動
の
深
刻
化
や
青
少
年
に
 

よ
る
凶
悪
犯
罪
の
増
加
の
背
景
と
し
て
、
社
会
 

の
急
激
な
変
化
に
伴
う
住
民
同
士
の
連
帯
感
や
 

人
間
関
係
の
希
薄
化
な
ど
に
よ
る
地
域
教
育
力
 

の
低
下
が
指
摘
さ
れ
て
い
ま
す
。
 

　
本
町
に
お
い
て
も
、
核
家
族
化
や
自
己
主
義
 

の
進
行
、
テ
レ
ビ
ゲ
ー
ム
等
で
、
一
人
で
遊
ぶ
 

子
ど
も
の
増
加
な
ど
、
地
域
と
の
接
点
が
な
く
 

な
り
、
昔
か
ら
地
域
の
子
ど
も
は
地
域
で
育
て
 

る
と
い
っ
た
シ
ス
テ
ム
が
崩
れ
て
き
て
い
ま
す
。
 

　
そ
こ
で
、
今
年
か
ら
地
域
住
民
が
ボ
ラ
ン
テ
 

ィ
ア
活
動
や
家
族
参
加
の
体
験
活
動
、
地
域
の
 

様
々
な
課
題
を
解
決
す
る
取
り
組
み
を
通
じ
て
、
 

住
民
同
士
が
「
学
び
あ
い
、
支
え
あ
う
」
地
域
 

の
絆
づ
く
り
が
始
ま
り
ま
し
た
の
で
、
こ
こ
で
 

活
動
を
い
く
つ
か
紹
介
し
ま
す
。
 

   　
１
月
 
日
（
土
）
に
は
、
伝
統
行
事
の
『
百
 

万
遍
』
を
体
験
し
ま
し
た
。
 

                　
１
月
 
日
（
木
）
、
町
公
民
館
で
新
春
交
歓
 

会
を
行
い
、
約
１
４
０
名
が
参
加
し
、
新
春
を

祝
い
ま
し
た
。
 

　
会
で
は
、
山
口
町
長
、
大
沼
町
議
会
議
長
の
 

年
頭
の
あ
い
さ
つ
と
、
も
も
の
会
（
代
表
・
滑
 

沢
の
高
橋
和
子
さ
ん
）
 
名
に
よ
る
大
正
琴
の
 

演
奏「
一
月
一
日
」ほ
か
が
披
露
さ
れ
ま
し
た
。
 

　
そ
の
後
、
町
長
、
議
長
、
来
賓
、
森
林
組
合
 

長
、
芸
術
家
ら
に
よ
る
鏡
開
き
が
行
わ
れ
ま
し
 

た
。
続
い
て
、
今
年
の
４
月
か
ら
「
町
ま
ち
づ
 

く
り
基
本
条
例
」
が
施
行
す
る
こ
と
を
機
に
、
 

今
ま
で
条
例
の
策
定
に
尽
力
さ
れ
て
き
た
、
町
 

ま
ち
づ
く
り
委
員
会
紫
藤
副
会
長
の
音
頭
で
乾
 

杯
し
、
会
は
和
や
か
に
進
め
ら
れ
ま
し
た
。
 

　
ま
た
、
こ
の
日
は
、
町
食
生
活
改
善
推
進
員
 

に
よ
る
本
町
で
生
産
さ
れ
た
健
康
ミ
ネ
ラ
ル
野
 

菜
を
使
用
し
た
郷
土
料
理
と
沖
縄
料
理
、
森
林
 

組
合
に
よ
る
手
打
ち
そ
ば
が
振
舞
わ
れ
、
参
加
 

者
は
舌
鼓
を
打
っ
て
い
ま
し
た
。
 

10

10

19

19

ひ
ゃ
く
 

ま
ん
べ
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応急手当などを学びました 

  　
町
公
民
館
で
は
講
座
等
に
参
加
で
き
な
い
方
 

や
地
区
の
ニ
ー
ズ
に
応
じ
て
、
学
習
し
や
す
い
 

よ
う
に
地
区
の
集
会
所
等
を
活
用
し
、
出
前
講
 

座
を
行
っ
て
い
ま
す
。
 

　
今
年
度
か
ら
は
、
年
間
を
と
お
し
て
地
区
の
 

要
望
に
対
し
て
出
前
講
座
を
行
っ
て
い
ま
す
。
 

今
ま
で
開
催
し
て
き
た
講
座
を
い
く
つ
か
紹
介
 

し
ま
す
。
 

   　
端
村
で
は
、
昨
年
　
月
　
日
（
木
）
に
西
会

津
消
防
署
の
職
員
を
講
師
に
「
一
般
負
傷
の
予

防
と
応
急
手
当
」
に
つ
い
て
学
習
し
ま
し
た
。
 

　
ま
た
、
翌
日
の
　
日
（
金
）
に
は
、
健
康
福
 

祉
課
と
社
会
福
祉
協
議
会
の
職
員
を
講
師
に
高
 

齢
者
の
体
調
の
変
化
と
健
康
管
理
や
認
知
症
に
 

つ
い
て
学
び
ま
し
た
。
 

　
　
優
勝
・
荒
井
武
栄（
喜
多
方
市
）、
２
位
・
 

　
　
成
田
信
幸（
下
小
島
）、
３
位
・
五
十
嵐
博
 

　
　
文
（
宮
野
）
 

　
Ｂ
ク
ラ
ス
 

　
　
優
勝
・
舟
木
栄（
黒
沢
）、
２
位
・
長
谷
川
 

　
　
博
巳（
松
尾
）、
３
位
・
荒
海
廣
意
（
小
綱
 

　
　
木
）
 

◆
囲
碁
大
会
 

　
Ａ
ク
ラ
ス
 

　
　
優
勝
・
小
林
貞
夫（
上
野
尻
）、
２
位
・
齋
 

　
　
藤
豊
一（
本
町
）、
３
位
・
佐
藤
昭
悦
（
出
 

　
　
ケ
原
）
 

　
Ｂ
ク
ラ
ス
 

　
　
優
勝
・
五
十
嵐
秀
幸（
芝
草
）、
２
位
・
伊
 

　
　
藤
昭
（
下
野
尻
）
、
齋
藤
恒
（
昭
和
村
）
 

　
Ｃ
ク
ラ
ス
 

　
　
優
勝
・
三
留
傳
一（
下
野
尻
）、
２
位
・
井
 

　
　
上
作
馬（
新
町
）、３
位
・
五
十
嵐
栄
作（
芝
 

　
　
草
）
 

  【
出
前
講
座
募
集
】
 

　
各
地
区
で
開
催
す
る
出
前
講
座
を
募
集
し
て
 

い
ま
す
。
 

　
内
容
は
健
康
講
話
、民
謡
、ダ
ン
ス
、料
理
、
 

ス
ト
レ
ッ
チ
な
ど
の
健
康
体
操
、
謡
曲
、
ス
ポ
 

ー
ツ
民
謡
、
手
芸
、
歴
史
講
座
な
ど
、
地
区
の
 

要
望
に
応
じ
て
開
催
で
き
ま
す
。
 

　
ま
た
、
今
年
４
月
か
ら
施
行
さ
れ
る
町
ま
ち
 

づ
く
り
基
本
条
例
や
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
、
 

そ
の
他
町
の
各
種
制
度
（
介
護
保
険
制
度
、
ゴ

ミ
分
別
方
法
）
な
ど
に
つ
い
て
も
希
望
を
受
け

付
け
ま
す
。
 

　
皆
さ
ん
の
「
学
習
し
た
い
」
と
い
う
意
欲
を
 

大
切
に
、
対
応
し
て
い
き
ま
す
の
で
、
自
治
区
 

や
老
人
ク
ラ
ブ
、
婦
人
会
な
ど
で
希
望
が
あ
り
 

ま
し
た
ら
、
町
公
民
館
ま
で
相
談
く
だ
さ
い
。
 

   　
西
会
津
将
棋
ク
ラ
ブ
、
西
会
津
棋
友
会
、
町
 

公
民
館
主
催
に
よ
る
新
春
恒
例
の
将
棋
大
会
を
 

１
月
　
日（
土
）
に
、
囲
碁
大
会
を
　
日（
日
）
 

に
町
公
民
館
に
お
い
て
開
催
し
ま
し
た
。
 

　
各
大
会
と
も
に
ク
ラ
ス
別
に
分
か
れ
て
対
局

し
、
冬
の
寒
さ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
そ
れ
ぞ
れ

の
ク
ラ
ス
で
熱
戦
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。
 

　
ま
た
、
今
回
は
昭
和
村
な
ど
町
外
か
ら
、
町
 

出
身
者
の
参
加
も
あ
り
、
た
い
へ
ん
盛
り
上
が
 

っ
た
大
会
と
な
り
ま
し
た
。
 

　
各
種
大
会
の
成
績
は
次
の
と
お
り
で
す
（
敬

称
略
）
。
 

◆
将
棋
大
会
 

　
Ａ
ク
ラ
ス
 

  　
新
郷
地
区
で
は
、
各
自
治
区
の
要
望
に
応
じ

て
出
前
講
座
を
行
っ
て
い
ま
し
た
が
、
そ
れ
に
 

加
え
て
単
位
老
人
ク
ラ
ブ
に
対
し
て
も
出
前
講
 

座
を
開
催
し
て
い
ま
す
。
 

　
１
月
　
日
（
水
）
に
は
中
央
老
人
ク
ラ
ブ
、
 

　
日
（
火
）
に
は
冨
久
寿
老
人
ク
ラ
ブ
に
対
し
 

て
介
護
予
防
教
室
を
開
催
し
ま
し
た
。
介
護
保
 

険
制
度
の
仕
組
み
や
、
介
護
予
防
で
活
躍
し
て
 

い
る
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
の
役
割
に
つ
い
て
、
 

同
セ
ン
タ
ー
の
職
員
を
講
師
に
開
催
し
ま
し
た
。
 

                 　
そ
の
他
に
も
黒
沢
地
区
で
は
、
昔
話
を
と
お
 

し
た
家
庭
教
育
講
座
や
、
白
坂
地
区
の
ソ
バ
打
 

ち
講
座
な
ど
開
催
し
て
き
ま
し
た
。
 

　
今
後
は
、
新
郷
地
区
の
２
つ
の
単
位
老
人
ク
 

ラ
ブ
や
芝
草
地
区
で
の
出
前
講
座
を
予
定
し
て
 

い
ま
す
。
 

11

29

23

29

30
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20
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みんなの広場 みんなの広場 
岩
原
　
俊
美
 

　
　
〔
5
町
内
〕
 
さ ん 

　
こ
の
コ
ー
ナ
ー
は
、
西
会
津
中
学
校
図
書
館
会
員
の
方
に
、
お
気
に
 

入
り
の
図
書
館
蔵
書
を
一
冊
紹
介
し
て
い
た
だ
く
コ
ー
ナ
ー
で
す
。
 

　
今
月
は
、
五
十
嵐
裕
子
さ
ん
（
原
）
に
お
勧
め
の
一
冊
を
紹
介
い
た
 

だ
き
ま
し
た
。
 

　
「『
ダ
・
ヴ
ィ
ン
チ
・
コ
ー
ド（
ダ
ン
・
ブ
ラ
ウ
ン
作
、越
前
敏
弥
訳
・
 

角
川
書
店
）』こ
の
本
は
、
西
洋
史
や
美
術
に
興
味
の
あ
る
方
は
も
ち
ろ
 

ん
、
ミ
ス
テ
リ
ー
好
き
で
ド
キ
ド
キ
・
ワ
ク
ワ
ク
の
ひ
と
と
き
を
楽
し
 

み
た
い
方
に
読
ん
で
も
ら
い
た
い
一
冊
で
す
。
」
 

　
「
レ
オ
ナ
ル
ド
・
ダ
・
ヴ
ィ
ン
チ
の
『
モ
ナ
リ
ザ
の
微
笑
み
』『
最
後
 

の
晩
餐
』
な
ど
に
隠
さ
れ
た
驚
愕
の
真
実
を
探
っ
て
い
き
ま
す
。
キ
リ
 

ス
ト
教
の
暗
部
を
つ
く
作
品
で
す
の
で
、
批
判
も
含
め
て
話
題
の
多
か
 

っ
た
作
品
で
す
。
」
 

　
印
象
残
っ
て
い
る
と
こ
ろ
を
尋
ね
る
と
 

　
「『
最
後
の
晩
餐
』の
謎
に
迫
る
部
分
が
興
味
深
く
、
ぐ
い
ぐ
い
引
き
 

込
ま
れ
ま
し
た
。
専
門
用
語
も
多
彩
（
分
か
ら
な
く
て
も
十
分
楽
し
め
 

ま
す
）
で
す
が
、
そ
れ
ら
が
連
鎖
す
る
鍵
と
な
り
、
奥
へ
奥
へ
と
迷
宮
 

の
到
達
点
へ
突
き
進
ん
で
い
き
ま
す
。
ダ
・
ヴ
ィ
ン
チ
が
意
図
的
に
残
 

し
た
謎
解
き
の
醍
醐
味
を
体
感
で
 

き
ま
し
た
。
」
 

　
最
後
に
「
西
洋
史
に
無
知
な
私
 

で
も
、
作
者
の
構
想
と
展
開
の
巧
 

み
さ
で
一
瞬
に
引
き
込
ま
れ
て
し
 

ま
う
魅
力
的
な
作
品
で
す
。
居
な
 

が
ら
に
し
て
、
フ
ラ
ン
ス
・
イ
ギ
 

リ
ス
の
建
物
・
美
術
館
に
ふ
れ
る
 

こ
と
が
で
き
る
の
も
楽
し
み
方
の
 

一
つ
で
す
。
」
 

と
紹
介
い
た
だ
き
ま
し
た
。
 

　渡部　友子さん（１月号から） 
◆　メッセージ　◆ 
　柚季くんが、ゴンタに会いに来る 
のをまってまーす。 

あなたの趣味は？ 
　連続ドラマを観ること 
 
あなたの特技は？ 
　テレビ番組やゲームでのク 
イズやパズルに強い方かも　 
 
あなたのモットーは？ 
　感謝の気持ちを忘れないこ 
と 
 
自分を一言で表現するとしたら？ 
　凝り性（映画やマンガ、食 
べものなど気に入ると、とこ 
とんハマります） 

熱中していることは？ 
　ゲームの漢検ＤＳ・能トレ 
 
これからやってみたいことは？ 
　体力づくり（まずはウォー 
キングから始めようと思って 
います） 
 
最近感動したことは？ 
　「ホームレス中学生」を読 
んで涙が出ました 
 
次の方を紹介してください。 
　Ｙ・Ｓさん（芝草） 

あ
な
た
の
宝
物
は
？
 

『
実
家
で
の
家
族
写
真
（
　
年
前
に
 

　
撮
影
し
た
も
の
）
』
　
 

　
「
こ
こ
数
年
は
、
全
員
が
揃
う
こ
 

　
　
と
が
難
し
く
な
り
、
貴
重
な
一
 

　
　
枚
で
す
。
今
度
は
次
男
も
一
緒
 

　
　
に
撮
り
た
い
で
す
」
 

お
詫
び
と
訂
正
 

　
先
月
号
の
文
芸
コ
ー
ナ
ー
の
俳
句
は
、
ま
ん
さ
 

く
俳
句
会
の
方
々
の
俳
句
で
し
た
。
 

　
お
詫
び
し
訂
正
し
ま
す
。
 

14
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高橋　至さん 
（柴　崎） 

　毎年、年末に町民の皆さんのお宅にお配りして 
いる「町民健康カレンダー」の平成２１年版の作 
品（写真・絵画）を募集します。 
　平成２１年版カレンダー作品は、今年１１月開 
催予定の「西会津ふるさとまつり」コンクール部 
門（絵画・写真の部）等に出展された作品の中か 
ら１２点を選ばせていただきます。 
　応募方法等、詳しいことは１０月に再度広報や 
チラシなどでお知らせします。 
　カレンダーの作品に使用させていただいた方に 
は、粗品を贈呈します。 
　皆さんの自信作をお待ちしておりますので、ど 
しどしご応募ください。 
 
【問い合わせ先】 
　　総務税政課総務係　　４５－２２１１ 

  　
国
有
林
の
管
理
運
営
に
皆
さ
ん
の
 

声
を
反
映
さ
せ
る
た
め
、
意
見
や
提
 

言
を
伺
っ
た
り
、
ア
ン
ケ
ー
ト
に
答
 

え
て
い
た
だ
く
平
成
　
年
度
国
有
林

モ
ニ
タ
ー
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
 

◆
募
集
締
め
切
り
 

 
平
成
　
年
２
月
　
日
（
木
）
 

　
※
郵
便
ハ
ガ
キ
に
必
要
事
項
記
入
 

 
 
の
う
え
で
必
着
 

◆
必
要
事
項
 

　
氏
名（
ふ
り
が
な
）、
性
別
、
生
年
 

 
月
日
、年
齢
、住
所（
郵
便
番
号
）、
 

　
電
話
番
号
、
職
業
、
モ
ニ
タ
ー
を
 

　
知
っ
た
き
っ
か
け
、
応
募
の
理
由
 

　
（
１
０
０
字
程
度
）
 

【
問
い
合
わ
せ
先
】
 

　
林
野
庁
関
東
森
林
管
理
局
 

　
　
　
　
国
有
林
モ
ニ
タ
ー
担
当
 

　
　
０
２
７
―
２
１
０
―
１
１
５
０
 

　
林
野
庁
関
東
森
林
管
理
局
 

　
　
　
　
　
　
会
津
森
林
管
理
署
 

　
　
０
２
４
２
―
　
―
３
２
７
０
 

       　
平
成
　
年
３
月
以
降
に
大
学
院
・

大
学
・
短
大
・
高
専
・
専
修
学
校
等

を
卒
業
予
定
の
方
を
対
象
に
、
円
滑

に
就
職
活
動
等
の
準
備
す
る
こ
と
を

目
的
と
し
た
セ
ミ
ナ
ー
が
開
催
さ
れ

ま
す
。
 

　
事
前
の
申
込
み
は
不
要
で
す
の
で
、
 

お
気
軽
に
ご
来
場
く
だ
さ
い
。
 

◆
日
時
　
２
月
　
日
（
水
）
 

　
　
　
　
　
正
午
〜
午
後
４
時
 

◆
場
所
　
ビ
ッ
ク
パ
レ
ッ
ト
ふ
く
し
 

　
　
　
　
ま
（
郡
山
市
安
積
町
）
 

◆
主
催
　
厚
生
労
働
省
福
島
労
働
局
、

　
　
　
　
公
共
職
業
安
定
所
 

◆
内
容
　
事
業
所
の
ブ
ー
ス
に
お
い
 

　
　
　
　
て
、
事
業
所
が
属
す
る
業
 

　
　
　
　
界
の
状
況
、
事
業
内
容
・
 

　
　
　
　
職
務
内
容
・
採
用
計
画
等
 

　
　
　
　
の
説
明
、
情
報
提
供
 

　
な
お
、
参
加
事
業
所
は
福
島
労
働
 

局
Ｈ
Ｐ
で
公
開
し
て
い
ま
す
。
 

【
問
い
合
わ
せ
先
】
 

　
厚
生
労
働
省
福
島
労
働
局
 

　
　
　
　
　
　
　
　
職
業
安
定
課
 

　
　
０
２
４
―
５
２
８
―
０
３
６
６
 

   　
県
で
は
平
成
　
年
５
月
か
ら
、
未
 

成
年
者
の
喫
煙
防
止
の
た
め
に
「
Ｉ
 

Ｃ
カ
ー
ド
式
成
人
識
別
機
自
動
販
売
 

機
」
の
稼
働
が
開
始
さ
れ
ま
す
。
成
 

人
識
別
た
ば
こ
自
動
販
売
機
で
は
、
 

成
人
の
み
に
発
行
さ
れ
る「
タ
ス
ポ
」
 

（
た
ば
こ
専
用
Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド
）
が
無
 

け
れ
ば
、
自
動
販
売
機
か
ら
の
購
入
 

が
で
き
な
く
な
り
ま
す
。
 

　
未
成
年
者
の
喫
煙
防
止
の
た
め
に
 

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。
 

◆
申
込
書
 

　
　
最
寄
り
の
た
ば
こ
販
売
店
に
備
 

　
え
付
け
、
ま
た
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
 

　
ト
上
で
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
 

◆
お
届
け
 

　
　
原
則
郵
送
（
約
２
週
間
）
 

【
問
い
合
わ
せ
先
】
 

　
会
津
た
ば
こ
販
売
協
同
組
合
 

　
　
０
２
４
２
―
　
―
４
０
８
９
 

   　
国
民
年
金
基
金
は
、
国
民
年
金
法
 

で
定
め
ら
れ
た
公
的
年
金
制
度
で
す
。
 

自
営
業
・
自
由
業
・
農
業
な
ど
の
国
 

民
年
金
の
第
一
号
被
保
険
者
の
方
々
 

に
ゆ
と
り
を
プ
ラ
ス
す
る
公
的
な
年
 

金
で
す
。
 

▼
１
口
加
入
で
毎
月
３
万
円
が
受
け
 

　
取
れ
ま
す
 

　
　
１
口
加
入
す
る
だ
け
で
（
　
歳
 

　
０
月
ま
で
に
加
入
の
場
合
）
、
 

　
歳
か
ら
１
ヵ
月
３
万
円
の
年
金
が
 

　
一
生
涯
受
け
取
れ
ま
す
。
 

▼
掛
金
は
将
来
も
変
わ
る
こ
と
な
く
 

　
一
定
で
す
 

▼
掛
金
は
全
額
社
会
保
険
料
控
除
で
 

　
税
金
が
有
利
で
す
 

▼
支
払
っ
た
掛
金
は
確
実
に
年
金
に
 

　
な
り
一
生
涯
受
け
取
れ
ま
す
 

　
　
国
民
年
金
基
金
は
終
身
年
金
を
 

　
基
本
と
し
て
い
ま
す
。
お
預
か
り
 

　
し
た
掛
金
を
積
み
立
て
て
、
長
期
 

　
的
な
視
点
で
安
全
か
つ
効
率
的
に
 

　
運
用
し
ま
す
。
年
金
は
公
的
年
金
 

　
等
控
除
の
対
象
と
な
り
有
利
で
す
。
 

【
問
い
合
わ
せ
先
】
　
　
　
 

　
福
島
県
国
民
年
金
基
金
 

　
　
０
１
２
０
―
　
―
４
１
９
２
 

  　
地
域
と
警
察
の
パ
イ
プ
役
と
し
て
 

活
動
す
る
警
察
協
議
会
委
員
の
方
を
 

ご
紹
介
し
ま
す
。
 

　
警
察
に
対
す
る
意
見
や
要
望
等
が
 

あ
れ
ば
、
協
議
会
委
員
の
方
に
お
寄
 

せ
く
だ
さ
い
。
 

20

20

14

27

20
27

65

35
65

21

27
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山　本　義　衛（84）シヅイ　　夫　　４町内 
新　澤　常　彦（88）光　男　　父　　８町内 
齋　藤　ツ　キ（94）俊　二　　母　　堀　越 
長谷川　マ　ス（100）昭　一　　母　　中　野 
渡　部　貞　雄（81）清　子　　兄　　萱　本 
鈴　木　フクミ（84）　洋　　　母　　軽　沢 
武　藤　常　憲（67）新　一　　父　　上野尻 
山　口　光　國（78）ツ　メ　　夫　　徳　沢 
齋　藤　トラノ（78）春　雄　　母　　屋　敷　 
武　藤　冨　久（88）輝　雄　　父　　柴　崎 
小　椋　一　二（81）高　幸　　父　　弥平四郎 
荒　海　達　雄（81）ノブ子　　夫　　小綱木 

人　口　　８，３３１人　　　－１０人 
　男　　　３，９９９人　　　－　８人 
　女　　　４，３３２人　　　－　２人 
世　帯　　２，９３２世帯　　＋ ４世帯 

〈前月比〉 

〈敬称略〉 

物　江　倖　輝く　ん　一夫・亜由美　下小屋 

奥　　　　　煌く　ん　仁・寿江　　　西林東 

福　地　吏　将く　ん　清貴・ゆかり　高　目 

こ　う　き 

り　　　お 

こう 

長谷川　浩　二　　松　尾 
志　賀　由香里　　富岡町 
 
石　井　里　志　　戸　中 
松　村　あゆみ　　会津若松市 

◆日時　２月 7日（木） 
　　　　　　27日（水） 
　　　　午前９時～ 
◆場所　老人憩の家 
◆電話　４５－４２５９ 

2月の納税等 
○水道料金・下水道料金 
○インターネット使用料 
○ケーブルテレビ使用料 

○国民健康保険税第６期 

2月12日（火） 納期限 

2月29日（金） 納期限 

佐 原 病 院  

ひ ら の 医 院  

増 戸 内 科 医 院  

いとう子どもクリニック 

山田整形外科医院 

県 立 喜 多 方病院  

福田耳鼻咽喉科医院 

くらしげ内科小児科医院 

森 田 小 児 科 医院  

二 瓶 眼 科 医 院  

あかぎ内科消化器科医院 

小 野 病 院  

藤 井 医 院  

あらい内科循環器科クリニック 

扇町渡部小児科アレルギー科医院 

高 村 整 形 外 科  

有 隣 病 院  

星 医 院  

そね内科クリニック 

さとう小児科医院 

穴沢耳鼻咽喉科医院 

寿 松 堂 渡 辺医院  

佐 原 病 院  

三浦産婦人科医院 

0241（22）5321 

0241（22）3135 

0242（25）4876 

0242（27）4601 

0242（26）2772 

0241（22）2181 

0241（24）4187 

0242（39）3550 

0242（27）7686 

0242（22）1932 

0242（83）0303 

0241（22）0414 

0241（22）0023 

0242（29）1133 

0242（25）5515 

0242（28）3319 

0241（24）5021 

0241（22）0005 

0242（33）1024 

0242（24）0830 

0242（29）0033 

0242（83）3125 

0241（22）5321 

0241（22）0293

喜多方市
 

 

 

会津若松市 

 

喜多方市
 

 

 

会津若松市 

 

会津坂下町 

喜多方市
 

 

 

会津若松市 

 

喜多方市
 

 

 

会津若松市 

 

会津坂下町 

喜多方市 

２月２日（第１週）受付時間11時まで 
２月16日（第３週）　　　　〃 
　　西会津診療所　　４５－４２２８ 

医 療 機 関 名  　電 話 番 号 日
 
地　　区 

喜多方市 
会津若松市 
柳 津 町 
会津若松市 
三 島 町 
会津若松市 
喜多方市 
会津若松市 
会津坂下町 
会津若松市 

山田あつし歯科医院 
ヤ ナ ダ 歯 科  
二 瓶 歯 科 医 院  
山 口 歯 科  
栗 城 歯 科 医 院  
平山歯科矯正歯科 
う え の 歯 科医院  
一 箕 歯 科  
大 友 歯 科 医 院  
渡 部 （ 博 ）歯科  

0241（21）1846 
0242（27）6934 
0241（41）1880 
0242（28）6482 
0241（52）3334 
0242（27）0425 
0241（21）8852 
0242（22）1184 
0242（84）1688 
0242（22）1124

10 
（日） 

10 
（日） 

11 
（月） 

11 
（月） 

17 
（日） 

17 
（日） 

24 
（日） 

24 
（日） 

3／2 
（日） 

3／2 
（日） 

　
寒
さ
厳
し
い
こ
の
季
節
 

は
、
鍋
が
お
い
し
い
季
節
 

で
す
▼
家
で
は
、
鍋
奉
行
 

の
私
▼
お
気
に
入
り
の
鍋
 

は
、
豚
肉
と
レ
タ
ス
の
し
 

ゃ
ぶ
し
ゃ
ぶ
で
す
▼
鍋
は
、
 

栄
養
バ
ラ
ン
ス
に
優
れ
、
 

身
体
が
ポ
カ
ポ
カ
温
ま
り
 

ま
す
▼
そ
し
て
何
よ
り
、
 

同
じ
鍋
を
つ
つ
き
合
う
一
 

家
団
ら
ん
の
時
間
が
大
好
 

き
で
す
▼
皆
さ
ん
も
家
族
 

み
ん
な
で
鍋
を
つ
つ
き
合
 

い
ま
し
ょ
う
。
 

編
集
後
記
 

医 療 機 関 名  　電 話 番 号 日
 
地　　区 


